
歳出 

民生費（障害者支援施設運営費） 
3億1，277万4千円　6.6％ 

衛生費（し尿処理場運営費） 
9，959万4千円　2．1％ 

消防費 
（消防業務運営費） 
41億662万6千円 

86．6％ 

公債費 
（長期債の元金および利子） 
8，243万1千円　1．7％ 

総務費（事務局運営費） 
1億2，270万8千円　2．6％ 

議会費（議会運営費） 
668万円　0．2％ 
予備費 

1，000万円 
0．2％ 

歳入 

財産収入（土地貸付料） 
111万7千円　0．0％ 

使用料及び手数料 
（障害者支援施設使用料など） 
1億6，831万9千円 

3．5％ 

分担金及び負担金 
（構成市からの負担金など） 
44億7，882万5千円 

94．5％ 

繰越金　7，900万円　1．7％ 

諸収入　1，355万2千円　0．3％ 

平
成
２１
年
度

予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４７
億

４
０
８
１
万
３
千
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
額
５４
億
７
８
８
４
万
２

千
円
に
対
し
て
７
億
３
８
０
２
万

９
千
円
（
１３
・
５
�
）
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１

歳
入
に
つ
い
て

歳
入
の
う
ち
９４
・
５
�
が
組
合

構
成
市
（
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和

光
市
お
よ
び
新
座
市
）
か
ら
の
負

担
金
４４
億
７
４
５
２
万
２
千
円
と

関
越
高
速
道
路
お
よ
び
外
環
自
動

車
道
の
救
急
業
務
に
対
す
る
東
日

本
高
速
道
路
�
か
ら
の
負
担

金
４３０
万
３
千
円
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
の
う

ち
１
億
６
７
１
２
万
１
千
円

が
施
設
支
援
費
等
の
利
用
者

負
担
分
と
代
理
受
領
分
で
す
。

諸
収
入
で
は
、
生
命
保
険

等
事
務
取
扱
手
数
料
３１１
万
１

千
円
や
高
圧
線
下
補
償
料
５６６

万
７
千
円
等
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

２

歳
出
に
つ
い
て

主
な
歳
出
と
し
て
、
民
生

費
予
算
額
は
３
億
１
２
７
７

万
４
千
円
で
、
障
害
者
支
援
施
設

に
お
け
る
利
用
者
の
生
活
支
援
の

充
実
や
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持

管
理
等
に
努
め
ま
す
。

衛
生
費
予
算
額
は
９
９
５
９
万

４
千
円
で
、
し
尿
処
理
場
の
維
持

管
理
や
施
設
運
営
等
に
努
め
、
適

切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

消
防
費
予
算
額
は
４１
億
６６２
万
６

千
円
で
、
庁
舎
・
設
備
維
持
管
理

経
費
や
大
和
田
分
署
改
修
工
事
、

新
座
消
防
署
配
置
予
定
の
は
し
ご

自
動
車
購
入
を
主
な
も
の
と
し
、

多
様
化
す
る
消
防
・
救
急
業
務
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
職
員
（
消
防
職
）

募
集

募
集
予
定
人
数
／
６
人

採
用
予
定
年
月
日
／

平
成
２２
年
４
月
１
日

応
募
資
格
／

上
級
…
昭
和
５８
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

ま
た
は
平
成
２２
年
３
月
末
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

中
級
…
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
を

卒
業
ま
た
は
平
成
２２
年
３
月
末

ま
で
に
短
期
大
学
卒
業
見
込
み

の
方

学
校
教
育
法
に
定
め
る
専
修

（
専
門
）
学
校
・
各
種
学
校
で
、

次
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は

短
大
卒
扱
い
と
し
ま
す
。

専
修
学
校
に
つ
い
て
は
、
修
業

年
限
２
年
以
上
の
専
門
課
程
で

あ
る
こ
と（
年
間
授
業
時
間
数
が

６８０
時
間
以
上
の
も
の
に
限
る
）。

各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、「
高

校
卒
」
を
入
学
資
格
と
す
る
修

業
年
限
２
年
以
上
の
課
程
で
あ

る
こ
と
。

初
級
…
平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
卒

業
ま
た
は
、
平
成
２２
年
３
月
末

ま
で
に
高
等
学
校
卒
業
見
込
み

の
方

※
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
該
当

す
る
人
お
よ
び
日
本
国
籍
を
有

し
な
い
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日
時
／

第
１
次
試
験
…
９
月
２０
日
�

午
前
９
時

第
２
次
試
験
…
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

受
付
期
間
／

持
参
…
８
月
２０
日
�
〜
２７
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

郵
送
…
８
月
１７
日
�
〜
２７
日
�

（
必
着
）

受
験
申
込
書
／

７
月
１０
日
�
よ
り
埼
玉
県
南
西

部
消
防
本
部
お
よ
び
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
・
新
座
市
内

の
各
消
防
署
で
採
用
案
内
と
申

込
書
を
配
布

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
消
防

総
務
課

�
０
４
８
―
４
６
０

―
０
１
１
９

平成２１年度
一般会計当初予算

47億4,081万3千円

市民１人当りに使われるお金
1万1,185円

（注）平成２０年１０月１日現在の構成市住民基
本台帳人口４２万３，８６２人で算出しています。
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（
平
成
２０
年
度
救
急
車
適
正
利
用

推
進
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

朝
霞
西
高
等
学
校

あ
か
せ

ゆ

り

こ

赤
瀬
由
里
子
さ
ん
の
作
品
）

平成２１年度救命講習会開催予定

開催場所

新座消防署
４階講堂

朝霞消防署
２階講堂

新座消防署
４階講堂

開催日

８月２９日�
９月２６日�
１１月２８日�
１２月１９日�
２月２７日�
３月２７日�

講習の種類

第２回普通救命講習

第２回上級救命講習

第３回普通救命講習

第３回上級救命講習

第４回普通救命講習

第４回上級救命講習

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本

部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

が
開
設
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は

平
成
２１
年
３
月
２５
日
、
最
新
の
機

能
を
備
え
た
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

を
消
防
本
部
（
朝
霞
消
防
署
）
内

に
開
設
し
ま
し
た
。（
写
真
）

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
朝
霞
消

防
署
と
新
座
消
防
署
の
２
か
所
で

受
け
付
け
て
い
た
１
１
９
番
通
報

の
す
べ
て
が
１
か
所
で
受
け
付
け

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
整
備
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

消
防
車
・
救
急
車
の
位
置
が
常
に

把
握
で
き
、
災
害
発
生
場
所
に
最

も
近
く
に
い
る
車
両
を
出
場
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
速
や
か

な
災
害
対
応
が
図
れ
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
！

消
防
車
・
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

は
、「
局
番
な
し
の
１
１
９
番
」

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
落
ち
着
い
て
職
員
の
質

問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

一
般
加
入
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
の
通
報
は
直
接
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
携
帯

電
話
か
ら
の
通
報
は
、
か
け
た
場

所
に
よ
っ
て
東
京
消
防
庁
な
ど
ほ

か
の
消
防
機
関
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き

で
も
、
つ
な
が
っ
た
消
防
機
関
か

ら
必
ず
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
接

続
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
通
信
指
令
員

の
問
い
か
け
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
…

現
在
、
構
成
市
内
の
救
急
要
請

に
は
、
９
台
の
救
急
車
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

救
急
要
請
が
多
発
し
た
場
合
や
、

近
く
の
救
急
車
が
別
の
事
故
で
先

に
出
場
し
て
い
る
場
合
、
遠
く
の

救
急
車
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、

到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て

い
る
人
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
し
ま
し
た
か
？

火
災
予
防
条
例
で
新
築
住
宅
や

既
存
住
宅
の
全
て
の
住
宅
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

内
会
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
希
望
に
よ
り
、
会
合
な
ど
の
機

会
に
消
防
職
員
が
出
向
き
『
住
宅

用
火
災
警
報
器
』
設
置
義
務
化
の

説
明
に
伺
い
ま
す
。《
１０
分
程
度
》

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記

の
所
轄
消
防
署
（
消
防
課
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

朝
霞
消
防
署

�
０
４
８
―
４
６
３
―
１
１
９
０

志
木
消
防
署

�
０
４
８
―
４
７
２
―
０
８
１
２

和
光
消
防
署

�
０
４
８
―
４
６
１
―
７
８
５
０

新
座
消
防
署

�
０
４
８
―
４
７
８
―
１
３
１
１

平
成
２１
年
度
救
命
講
習
会

開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

平
成
２０
年
度
中
に
、
埼
玉
県
南

西
部
消
防
本
部
で
上
級
・
普
通
救

命
講
習
を
受
講
し
た
人
は
、
延
べ

３
５
０
０
人
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
救
急

講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
？

朝
霞
・
志
木
・
和
光
お
よ
び
新

座
市
に
在
住
、
在
勤
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
救
急
課

�
０
４
８
―

４
７
８
―
０
８
９
９

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の

安
全
な
給
油
に
つ
い
て

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
給
油

に
慣
れ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
ガ

ソ
リ
ン
を
吹
き
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ

た
り
、
静
電
気
に
起
因
し
た
火
災

事
例
な
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
給
油
の
際
は
、
次
の
注
意
事

項
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る

・
車
の
ド
ア
を
閉
め
る

・
作
業
は
一
人
で
行
う

・
火
気
を
近
づ
け
な
い

・
給
油
前
に
、
必
ず
静
電
気
除
去

シ
ー
ト
に
触
れ
る

・
給
油
ノ
ズ
ル
を
奥
ま
で
差
込
む

・
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
は
し
っ

か
り
最
後
ま
で
引
く

・
自
動
的
に
給
油
が
と
ま
っ
た
ら
、

そ
れ
以
上
給
油
し
な
い

・
給
油
ノ
ズ
ル
は
元
の
位
置
へ

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
予
防
課

�
０
４
８
―

４
６
０
―
０
１
２
１

朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・
和光市および新座市の４市で構成され、し尿
処理場、障害者支援施設（すわ緑風園）、埼玉県
南西部消防本部の業務を共同で行っています。

�朝霞地区一部事務組合事務局
朝霞市溝沼１―２―２７ �０４８―４６１―２４１５
http : /www.kennanseibu１１９．jp/kumiai

�埼玉県南西部消防本部
�０４８―４６０―０１１９
http : /www.kennanseibu１１９．jp
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